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障がい福祉計画等策定に係るアンケート調査実施について 

 

１．調査目的 

  「障がい者支援・えべつ２１プラン」が令和２年度で終了となることから、次期計画を

策定する基礎資料とするため。 

 

２．調査対象者  

  ○18歳以上：障がい者等を無作為抽出  

  ○18歳未満：障がい児又は通所受給者証所持者の保護者 

 

３．調査対象者の考え方 

  ○身体障がい者（児）⇒「身体障害者手帳」所持者 

  ○知的障がい者（児）⇒「療育手帳」所持者 

  ○精神障がい者（児）⇒「精神障害者保健福祉手帳」所持者 

  ○難病患者（児）⇒難病患者のうち、上記手帳の未所持者かつ障害福祉サービス受給者

証または通所受給者証所持者 

  ○通所受給者⇒上記以外の児童のうち、通所受給者証所持者 

  

４．調査内容 

  別紙のとおり 

 

５．調査方法 

  ○無記名によるアンケート方式 

  ○郵送による配布・回収 

 

６．調査票送付と締切（予定） 

  ○送付：令和２年９月 ７日（月） 

○締切：令和２年９月１８日（金） 
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障がい者等の調査項目 

 

 

 

● 調査項目については、国から示されている調査票案に基づき、以下の項目を基本とします。 

 

対象 カテゴリ 質問内容 

障
が
い
者
等
調
査 

属性・基本情報 性別／年齢／手帳種別・等級／障がいの種類 

日常生活 
同居者の有無／主に生計を立てている人／生計者の収入源／現在の住ま

い／今後３年以内に暮らしたい生活の場 

介助者 主な介助者／主な介護者の年齢、健康状態 

手帳交付時 手帳交付時に説明してほしかったこと 

福祉に関するサービス 
サービスの利用状況／サービスへの評価／今後の利用意向／サービスの

改善点／介護保険によるサービスの利用状況／要介護度 

外出 
外出頻度／外出目的／外出時の交通手段／同行者／外出しやすくなるた

めに必要なこと／利用しづらい場所／スポーツをする頻度 

社会参加 
家族以外との交流／社会参加するときに必要だと思う事／参加状況・今後

の意向 

就労 
就労状況／就労のきっかけ／仕事についての悩みや不満／今後の勤務形

態等の希望／障がい者が就労するために必要な配慮や支援 

人権 

身体障がい者・難病患者のみ 
差別経験の有無／差別を経験した場面 

人権・権利擁護 

知的障がい者・精神障がい者

のみ 

差別経験の有無／差別を経験した場面／成年後見制度の認知／成年後見

制度の利用状況／成年後見制度を利用しない理由／成年後見人ができる

こと／将来不安に思っていること／江別市成年後見支援センターの認知

度／成年後見制度に関する相談機関 

安全対策 避難行動要支援者支援制度の認知／災害時に困ること 

障がい福祉に関する情報 情報の入手方法／必要な情報 

相談 相談先／相談内容／相談場所・体制の希望 

全般 暮らしやすさ／市が今後、力を入れるべきこと／その他自由意見 
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障がい児等の調査項目 

 

 

 

● 調査項目については、国から示されている調査票案に基づき、以下の項目を基本とします。 

 

対象 カテゴリ 質問 

障
が
い
児
等
調
査 

属性・基本情報 

年齢／性別／手帳種別・等級・障がいの種類／発達障がい・難病・高次脳

機能障がいの有無・発達に関する不安の内容／医療的ケアを受けているか

どうかを確認する項目／障がいに気づいたきっかけ 

日常生活 現在の住まい／同居者／父母の就労状況 

保育・教育 
平日・長期休暇時の過ごし方／進路希望／保育・教育について充実させる

べき点／療育・支援について充実させるべき点 

介護・支援 
主な介護・支援者／子についての悩み／相談先／相談体制の満足度／ 

相談機能充実のために必要だと思う事項 

福祉サービス 
サービスの利用状況／今後の利用意向／利用にあたっての悩み／力を入

れるべきサービス 

障がい福祉に関する情報 情報の入手方法／必要な情報／情報入手手段の満足度 

地域活動・外出 
地域活動への参加状況／外出・地域活動に関する支援やサービスの満足度

／子と外出するために必要なこと 

権利擁護・差別解消 障害者差別解消法の認知／差別経験の有無／差別を経験した場面 

将来の希望・必要な支援 
子の将来の暮らし方についての希望／子の将来の就労形態への希望／学

齢期に必要な支援 

江別での生活・障がい福

祉政策 
暮らしやすさ／暮らしにくい理由／障がい福祉に関する取組別の重要度 
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障がい福祉計画等策定に係る当事者団体ヒアリング実施について 

 

１．調査目的 

  「障がい者支援・えべつ２１プラン」が令和２年度で終了となることから、障がい者を

取り巻く現状や課題を直接聞き取りすることでニーズを把握し、次期計画を策定する基礎

資料とするため。 

 

２．対象団体  

①江別視覚障害者福祉協会 

②江別聴覚障害者福祉協会 

③江別市精神障害者回復者クラブ江別空色クラブ 

  ④江別市特別支援学級親の会 

  ⑤江別市自立支援協議会 

 

３．主なヒアリング項目 

  ①各団体の活動状況と課題     

②障がいへの理解や交流について 

  ③生活環境の整備について     

④保健、医療について 

  ⑤生活支援について        

⑥計画への要望 

  

４．調査依頼 

  令和２年７月から 

 

 


